
【課題番号】3-1901 

【研究課題名】新規 POPs 含有プラスチック廃棄物の環境上適正な管理に向けた国際的な分

析技術基盤の整備 

【研究期間】  2019年度～2021年度 

【研究代表者（所属機関）】梶原夏子（国立研究開発法人国立環境研究所） 

 

研究の全体概要 

 

本申請課題では、環境政策上重要である POPs条約新規対象物質について、学術的知見の不足してい

るプラスチック製品ライフサイクル静脈側に特化した調査研究を実施する。具体的には、分析上の課

題の解決や途上国への導入も念頭においた POPs含有プラスチック廃棄物の検定方法の検討・標準化を

推進するとともに、各国で共通して発生するプラスチック廃棄物の標準試料を作成し、新規 POPs含有

量の国際相互検定を実施する。また、新規 POPs含有プラスチック廃棄物の処理や循環利用の実態、環

境流出に関する知見を集積するとともに、プラスチック風化過程での POPs溶出挙動などを各種模擬試

験で把握し、将来的な分析評価方法のニーズを明確化する。以上の結果をもとに、プラスチック廃棄物

を対象とした POPs分析を国際的にリードし、国内の環境行政支援および条約ガイドラインへの情報提

示を進める。国内外の研究機関のみならず、技術やノウハウを有し、近年アジアの途上国にも拠点を形

成しつつある日本の関連業界等との連携や意見交換を通じ、国際展開・貢献を目指した新規 POPs分析

技術の基盤整備の方向性を提示する。 

 



研究の全体概要図 

 

 


